
議案第３号 

 

平成２８年度館林衛生施設組合一般会計補正予算（第３号） 

 

 平成２８年度館林衛生施設組合の一般会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ １８２，１１８千円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ ６，６０３，４２０千円と

する。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用

することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第３条 債務負担行為の変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

第４条 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

 

 

  平成２９年３月２７日提出 

 

館林衛生施設組合 

管理者職務代理者 

館林衛生施設組合 

副管理者 小 山 定 男 
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第 1表 歳 入 歳 出 予 算 補 正

)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

3国庫支出金 1,815,879 △84,118 1,731,761

1回庫補助金 1,S15,879 △84,118 1,731,761

8組合債 3,921,700 Z＼98ぅ 000 3,823,700

1組合債 3,921,700 A98,000 3,823,700

歳 入 合 計 6,785,538 △182,118 16,603,420

款 項 補正前の額 補 正 額 計

3衛生費 6ぅ 729,263 A182,118 6)547,145

1清掃費 6,729,263 △182,118 6,547,145

歳 出 合 計 6,785,538 △ 182,118 6,60島 420
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第 2表 繰 越 明 許 費

款 項

3衛 生 費 1清 掃 費

第 3表 債務負担行為補正
(変 更)

事 項
補 正 単則

期 間 限 度 額

館林環境センター運転
管理業務委託料

平成 28年度から
平成 32年度まで

157,140

熱回収施設運転管理業務
委託料

平成 29年度から
平成 30年度まで

967,436

ジサイクルセンター運転
管理業務委託料

平成 29年度から
平成 30年度まで

62,262

不燃 。粗大ごみ処理施設
受入解体等業務委託料

平成 29年度から
平成 30年度まで

103,846

第 4表 地 方 債 補 正

(変 更)

起 債 の 目 的
補 正 単則

限 度 額 起債の方法 利  率 償 還 の方 法

リサイクルセンター

整備事業
442,800

証書借入又は証券発
行によることとし、
財政の都合により起

債前借することとす
る。

年5,0%以内

(ただし、利
率見直し方式
で借 り入れる

政府資金及び

地方公共団体
金融機構資金

について、利
率の見直しを

行つた後にお
いては、当該

見直し後の利
率)

償還は据置期間を含
め15年以内の半年賦
元利均等償還又は半
年賦元金均等償還と
し、借入先の融通条

イ牛による。
ただし、組合財政の

都合により繰上償還
をなし、若しくは、
低利債に借換えする
ことができる。償還

財源は、一般歳入等
による。

最終処分場整備事業 873,200

計 3,921,700
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(単位 :千円)

事 業 名 金 額

最終処分場整備事業 484,621

(単位 :千円)

補 正 後

期 間 限 度 額

補正前に同じ 139,968

〃 356,560

〃 60,804

〃 84,240

:千円

補 正 後

限 度 額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法

439,700 補正前に同じ 補正前に同じ 補正前に同じ

778,300

3,823,700
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 平成２８年度館林衛生施設組合 

  一般会計補正予算（第３号）説明書 
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歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明 細 書

(単位 :千円)

(単位 :千円)

款 補正前の額 補 正 額 計

3国庫支出金 1,315,379 △8■ 118 1,731,701

8組合債 3,921,700 A98,000 18;823,700

歳  入― 合  計 6,735,538 ど【182,118 6,603,420

款 補正前の額 補 正 額 計

補正額の財源内訳

特  定  財― 1源
一般財源

国県支1出金 地 方 債 そ の 他

3衛生費 6,72.9,263 ∠ゝ 182,118 6i.547.,145 △34,118 ∠【98,000

歳 出 合 計 6,785,538 A182,118 6,603.,420 △84,118 A98,000
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２

　

款

歳

31国庫支出金

傲 ) 8.組合債

国庫補助金

(項) 1組 合債

目 補正前の額 補 正 額 計
節

区  分

1衛生費国庫
補助金

1,815,1879 △ 84,118 1,731,761 1廃棄物処理
施設整備費

補助金

計 1.815、 879 △ 84.118 1.731`761

目 補正前の額 補 正 額 計
節

区  分

1衛生債 3,921,700 A98.000 8.823.700 1清掃債

計 89921,700 A98,000 3.823,700
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(単位 :千円 )

△8■ .118 循環型社会形成推進交付金減

■般廃棄物処理事業債減 A98;000
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３
　

　

款

歳

3衛生費 (項) 1清 掃費

目 補正前の額 補 正 額 計

補正額 の 財源内訳

特 定 財 源 一 般 財 源

ごみ処理施

設等建設費

6,515,669 A182,118 6,333,551 △ 182,118

国庫支 出金

A84,118

組 合債

A98,000

計 6,729,263 A182,118 6,547,145 A182,118
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(単位 :千田)

節

説 明

区 分 金 額

13委託料 A6,065 0ごみ処理施設等建設事業減
熱回収施設整備

―
事業減

熱回収施設運転管理業務委託料

熱回収施設周辺整備工事費

補償費

ヅサイ|クルセンター整備事業減|

不燃・粗大ごみ処理施設受入解体等業務委託料

最終処分場整備事業滅

最終処分場水処理施設建設工事費

A182,118

△7,216

A3,171

A5,045

1,000

∠ゝ2,894

∠ゝ2,894

△ 172,008

△ 17島 008

15工事請負費 A177,053

22補償・補填
及び賠償金

1,000
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債 務 負 担 行 為 で 翌 年 度 以 降 に わ た る

又 は 支 出 額 の 見 込 み 及 び 当 該 年 度

事 項 限 度 額

の
　
額

で
　
，

ま
　
込

末
　
見

度
　
ぐ

年
　
出

革削
　
支

期 間 金   額

館林環境センター運転管理業務
委託料

139,968

熱回収施設運転管理業務委託料 356,560

ヅサイクルセンター運転管理
業務委託料

60,804

不燃・粗大ごみ処理施設受入
解体等業務委託料

84,240
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も の に つ い て の 前 年 度 末 ま で の 支 出 額

以 降 の 支 出 予 定 額 等 に 関 す る 調 書

(単位 :千円)

当 該 年 度 以 降 の

支 出 予 定 額

左 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

期 間 金 額 国 県 支 出金 地  方  債 そ の 他

平成 28年度から
平成 32年度まで 139,968 139,968

平成 29年度から
平成 30年度まで 356,560 356,560

平成 29年度から
平成 30年度まで 60,804 60,804

平成 29年度から
平成 30年度まで 84,240 84,240
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地方債 の前前年 度木 にお ける現在高並び に前年度末

及び当該年度末における現在高の見込みに関す る調書

(単位

区 分

前前年度末

現 在 高

前 年 度 末

現在高見込額

当 該 年 度 申 増 減 見 込 み

当該年度末

現在高見込額当該年 度 中

起 債 見―込額

当 該 年 度 中

元金償還見込額

1普 通 債 △ 98,000 △ 9‐3)000

位) 衛 生 △ 98,000 A 98,000

計
(補正予算額)

△ 98,o00 A 98,oo0

補 正 前 の額 451,500 1,082)100 3,921,700 5,003,800

合 計 451,500 1,082;100 3,8213,700 4,905,1800
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